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活 動 名 No.1 団 体 名 家庭教育支援チーム『くすのき』 

「地域全体で子育て・親育ち応援!!!」 

～地元を愛し、お互いに元気になろう～ 

活動拠点 広島県安芸郡府中町 
代 表 者 米田 珠美 
支援金額 20 万円 

活動概要  

①依頼による「親プロ」 前年度通り継続。(町内の幼保小中高校など)44回  参加者合計 943名 

②府中南小学校における「しゃべり場」 前年度通り継続。(月 1回程度) 9回 参加者合計 107名 

③拡大事業                                 参加者合計 189名 

・南交流センター「育児相談」(月 1回)、北交流センター「手芸としゃべり場」(不定期) 

④ファシリテーター養成講座・ステップアップ研修会 場所：くすのきプラザ 

  ・養成講座   日時：6月 28日、7月 12日                            参加者合計 10名 

・ステップアップ研修 日時：7月 17日、2月 22日 

⑤不登校・引きこもり家庭への支援 

  ・町内の中学校との連絡会議 (M中：5月 30日、F中：5月 8日) 

   出席者：校長、教頭、SSW、SC、適応指導教室・不登校担当教員、養護教諭、 

社会教育課職員、家庭教育支援チーム「くすのき」コーディネーター 

  ・カフェくすのき H31.4月～R2.3月(月 1回程度) 場所：青少年文化センター  

開催日時：4/14、6/29、7/25、9/8、10/5、11/9、1/25       参加者合計 78名 

  ・クッキング＆ランチパーティー 9/8、1/25 場所：青少年文化センター  参加者合計 22名 

  ・夏休みチャレンジ(地域未来塾事業) 学習支援 町内小中学校 14回     参加者合計 255名 

⑥新規事業 

・「親どうしが語り合う会」 (月 1回程度)   場所：くすのきプラザ 

 開催日時：6/11、7/9、8/20、9/10、10/8、11/12、1/21       参加者合計 70名 

   講演会：これって不登校？…焦りと不安 日時： 12月 21日 10:00～      参加者合計 14名 

     講演会：心理カウンセリング講座      日時： 2月 14日 10:00～      参加者合計 14名 

 ・9ヵ月健診での託児(毎月 3箇所で開催) 

  子育て世代包括支援センター実施の 9ヵ月健診で参加の兄弟を託児することにより、チームの 

周知(パンフレットやマグネットシートの配布)や不安を抱える親子の早期発見を目指す。 
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令和元年度「家庭教育支援チーム」の活動の推

進に係る文部科学大臣表彰を受けました。 

◆実施に伴う効果 

財団の支援により始めた「カフェくすのき」が支援の入り口として定着し、学校や地域で認知され

はじめたので、その次の段階として、今年は同じ悩みを持つ保護者が周りに話せなかった本音で語り

合い、学習する『親どうしが語り合う会』を立ち上げ定期的に開催できるようになった。会を重ねる

ごとに沈んでいた保護者の表情が明るくなり、ほとんどの保護者が欠かさず参加される。それぞれの

出口を模索する動きが活発になり、中には私立高校から通信制高校へ転向したり、学校に登校できる

日が増えたりする児童・生徒も出てきた。改善傾向にある保護者の体験談が、暗中模索の保護者にと

って、暗闇に差し込む光となっているようで、積極的に質問する姿が見られるようになった。 

また今年度は「ネウボラふちゅう」(福祉課、子育て支援課)との連携を深めている。 

毎月、町内の3か所で行われる９か月健診に託児協力する形で、チームの周知や気軽に相談ができる

関係づくりを進めている。乳幼児期から情報を共有することで、早期に子育ての悩みを抱える家庭を

発見し、子育ての悩みに寄り添えるようにしたい。 

◆苦労した点 

支援の入り口である「カフェくすのき」に初めて参加するというのが、保護者にとってはハードル

が高いようである。また、仕事が忙しくこういった場に出る余裕のない保護者もいる。 

一度参加していただければ、毎回のように参加してくださる保護者がほとんどで、最近は友人を誘

ってくださる保護者も出てきた。 

しかしながら、まだカフェの存在を知らない保護者も多いようなので、学校から手紙を渡していた

だく方法や周知に工夫をしているところである。 

◆今後の課題・発展の方向性 

まだまだ支援を必要としている家庭がたくさんある。福祉保健部や学校などとの連携をさらに強化 

することで、支援の必要な家庭の早期発見に努め、SNSや ITCを活用し、本当に支援が必要な人に支 

援の情報等が届く仕組みを作りたい。 

 不登校の低年齢化が進んでいる。登校しぶりなど、長期の不登校になる前に登校を促すかかわりを

していきたいと思う。アウトリーチについても進めていきたい。 

また、ファシリテーターの資質向上や『親プロ』の継続により、切れ目のない家庭教育支援の充実

を図り、後継者育成にも努力していきたい。 

◆活動を終えての感想・意見等 

マツダ財団に支援いただいたことで不登校支援を始めることができ、３年継続する中で、色々な機

関と連携し、情報を共有できるようになった。学校や行政からも信頼を得ることができ、相談され

るケースも増えてきた。ハイリスクな家庭にアプローチも必要であるが、問題が起こってからでは

解決が難しいと感じる。すべての子育て家庭へのポピュレーションアプローチを並行して進め、子

育ての悩みが浅いうちから支援していきたいと思う。 

 今年度、これまでの活動を評価していただき、２月２８日に文部科学省にて大臣表彰を受けるこ

とができた。マツダ財団に支援していただくことで、活動を広げることができたことが大きかった

と思う。３年間のご支援により芽吹いた若木をさらに大きく太く育てていきたいと考えている。 

たくさんのご支援、本当にありがとうございました。 
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活 動 名 No.3 団 体 名 チーム豆っこ 

ＡＩに負けない子供育成プロジェクト 
～子供達で耕作放棄地から味噌販売～ 

活動拠点 広島県東広島市 
代 表 者 小田 悦子 
支援金額 30 万円 

活動概要  

ＡＩが進化するにつけ、これからの子供達には、記憶する学習よりも、①ＡＩにとって苦手な「読解力」を磨く、②

五感を使って感性を育む、③正解のない問題に向き合う、といった三つが大変重要になるのではと言われており、「教

える」から「学ぶ行為を支える」へ転換していくなど、教育にとって非常に大きな課題となっております。 

子供達に、耕作放棄地の再生を初めとして、土づくりから商品販売まで一連の流れを体験してもらい、将来、ＡＩ

到来の時代においても、逞しく生きることが出来る人になれるようにと支援しました。 

・実 施 日：第 1 回（4 月 18 日）～第 14 回（1 月 22 日） 

・実施場所 ：第 1～12 回は河内町中河内大道地区の畑 

第 13・14 回は小田地区多目的集会施設（東広島市河内町小田 2517） 

・活動内容 ：オリエンテーション、耕起、有害獣防止柵の設置、大豆種植え、苗移植、草取り、刈り取り、櫨掛

け、収穫、選別、味噌づくり、講習会、デザイン（商品パッケージ、チラシ）、販売 

・参 加 者：チーム豆っこ（4 名）、河内小学校 4 年生（14 名）・教諭（2 名） 

・支 援 者：ＪＡ広島中央河内グリーンセンター（1 名）、おだ・ビーンズ（3 名）、広島県食品工業技術セン

ター（2 名）、地域協力者（3 名） 

・参加人数 ：延べ 190 人 

 

  

 

 

畝づくり 大豆苗植え 

  

刈り取り・櫨掛け 

 

味噌づくり 

 

刈り取り＆櫨掛け 
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◆実施に伴う効果 

子供たちに、①「読解力を磨き」、②「五感を使って感性を育み」、③「正解のない問題に向き合う」、④「プロか

ら職について学ぶ」ことを体験してもらい、将来のＡＩ到来の時代においても、逞しく生きることが出来る人になれる

ようにと支援してまいりました。そのうちで、子供たちと一緒に活動したのは８回延べ１８時間でした。 

目的を達成するために４つの項目を掲げておりました。その項目毎に効果を考えてみました。 

① 「読解力を磨く」については、どのようにしたら上手くいくかなどを子ども同士が話し合いながら作業するとともに、プ

ロからのアドバイスをしっかり聞いていたように思えます。 

② 「五感を使って感性を育む」については、畑で作業することにより、空気、風、土、植物などと体全体で触れ合う

ことにより、五感を育んでくれたものと思っております。例えば鍬で土を耕せば土の匂いを嗅ぎ、草取りをすれば

草や虫の色を見たり、ほのかな野菜の匂いを感じるとともに手に虫が付いて動き回り、米麹を混ぜたら発酵効

果で暖かく感じるなど、感性をしっかり育んでくれたものと思っております。 

③ 「正解のない問題に向き合う」については、野菜づくりでは、土、太陽、雨、虫に左右されるため、こうした方が良

いという正解はなく、その都度に合わせた方法を模索する必要があります。多少なりそういった課題に立ち向かう

う体験ができたのかなと思っております。 

④ 「プロから職について学ぶ」については、ＪＡの営農指導の方や食品工業技術センターの研究者が論文などの

根拠を持って論理的に説明をしたり、自分の仕事のやりがいについて話をして貰いましたが、4年生にはちょっと

難しかったかなと感じました。しかし、将来思い出してもらえばうれしいです。 

このように、色々な効果があったもの思っております。 

◆苦労した点 

・子供たちと一緒に出来るのは、授業の関係上、月１回が限界であり、その中間での、耕起、苗の育成、除草、

櫨の雨対策、大豆の選別、味噌づくりの仕込みなど、想像していた以上の作業が必要で大変苦労しました。 

・畑に行く里道で子供が溝に落ちて骨折してしまいました。（工事業者の不適切な処置が原因でした。）けがをし

ないよう、特にマムシや蜂には十分注意をしていましたが、活動する場所だけでなく、その経路についても安全確保

の必要性を感じたところです。 

◆今後の課題・発展の方向性 

・女性だけのグループで実施するには重労働が多く少し重荷だったように思えます。今後は男性にもグループに加入

してもらえるよう、勧誘していきたいと思っております。 

・令和２年度の活動については現在模索中ですが、次の内容のことを小学４年生と一緒に活動施できるよう、河

内小学校と調整する予定でおります。 

① 落花生栽培及び商品化（文化展で販売） 

② 綿花のテスト栽培＆コースター試作（収穫したオーガニックコットンをつむいで、野草を使った草木染めとオリジナ

ルコースターづくり） 

◆活動を終えての感想・意見等 

・子供たちが、無農薬有機野菜で大豆を育て、それを使った味噌づくりができたことに、大変喜んでいました。その時

のキラキラした目を見て、将来ＡＩに負けない逞しい大人になってくれるものと信じました。 

・４年生と一緒に活動することはあと２回となりましたが、もっともっと色々な体験をさせてやりたいと感じました。 

・現在の子供たちの人生を考えた時、学校で教科書を見て覚えたりするより、今回のような体験をもっともっとするこ

とが、大切なのではと改めて実感しました。 

・これからも子供たちがワクワクするようなメニューを考えて取り組みたいと思っております。 
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活 動 名 No.4 
団 体 名 

近畿大学工学部 
教育情報システム研究室 

小学生対象の感動を与えるプログラミング教室 
活動拠点 広島県 東広島市 
代 表 者 加島 智子 
支援金額 45 万円 

活動概要  

子供達は自ら自発的に調べること，考えること，調べる機会も奪われてきています．年齢層の様々な人

と触れ合い，関わりを持ち，その中で学ぶ環境を継続的に持つ機会を作り，感動を経験させたいと考え

て取り組みを行ってきました．遊びの中でプログラミング的思考を学ぶ取り組みを行う場を提供するた

め，大学生が学習した内容を生かしイベントの詳細な内容，教材の開発，イベントの評価を考えて取り

組みました．地域の人へ還元し社会との関わりを考える場になり大きな反響をいただきました． 

 

【実施の詳細】 

 6 月 8 日: 近畿大学工学部（東広島市）午前（120 分）12 名，“ロボットで簡単！プログラミ

ングを体験しよう” 

 6 月 27 日: YMCA（東広島市）視察とプレレッスン実施，12 名，プログラミングカーでの遊び

体験 

 8 月 19 日: 観音台公民館（広島市） 午前（120 分）12 名，“ロボットで簡単！プログラミン

グを体験しよう”，広島工業大学学生，(株)ヒロケイ様との関わりも含む 

 11 月 9 日: 東広島芸術文化ホール（東広島市）午前（120 分）16 名・午後（120 分）16 名， 

“ロボットで簡単！プログラミングを体験しよう”（プログラミングカーを使ったアンプラグドと

タンジブルを用いたプログラミング体験）東広島市教育委員会などの視察有り 

  

 

 

図 1．コマを用いたプログラミング体験 

(手動による具体的な操作を用いた実施) 

図 2．プログラミングカーを用いたアンプラグドのプログラミング 

（PCやタブレットを用いずに命令を具体的に手で触り学習） 

  

図 3．チーム対戦によるプログラミングゲーム 

（初めて出会ったメンバーとのグループ作業による協調性の育成） 

図 4．参加者の集合写真 

(2019年 8月 19日 観音台公民館にて) 
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◆実施に伴う効果 

「プログラミングに対する興味関心を引き出し，感動体験を経験させる」という目的は達成することができました． 

イベントでは募集定員を上回る応募もあり，プログラミング教育に対する興味関心を得ていることを感じました．

見学に来た方，保護者を含める参加者にプログラミングの学習，特に論理的思考はパソコンやタブレットを与え

ることでなく，その考え方やその学びは身近なものを通じて意識させることで容易に学習できることであると伝えるこ

とができたと考えます．イベントで用いる教材開発やイベントの評価方法なども試行錯誤を重ねました．結果，コ

マを用いて手動での作業から自分の命令がロボットにより自動化する経験をさせ，子供達に喜びや驚きによる感動

体験を経験させることができました．イベントは楽しく，特に，プログラミングの一部の知識などについてはアンケー

ト結果を通じて一定の成果を確認することもできました．また，イベントを実施するにあたり大学生のメンバーは，

子供の気持ちを考え子供にとって楽しいイベントにする，子供にとって理解しやすい内容にするために自らも学習を

して知識を付けるなど相乗効果もありました．更に，企業の方への相談をすることで新たな学びへと繋がりました．

初対面の子供同士，子供とスタッフ，スタッフ同士，企業の方との良い交流の機会も生みました． 

 

◆苦労した点 

論理的な思考，プログラミングの知識を身に付けるという事に関しては1回限りのイベントにおいて子供達に身に付

けさせることは不可能であると考え，メンバーを集め，同一の子供たちと継続的にプログラミングを学習する取り組

みも実施を予定していました．東広島市の学童保育による実施を検討して何度も東広島市との電話・メールなど

を重ね議論をしてご協力いただきました．また，民間の学童保育などにも視察や相談に行きましたが実施がかない

ませんでした． 

【問題点】学童保育では様々な人がいるため実施に対する保護者の理解や市の理解が難しい（時間がかかる） 

1回限りのイベント募集を実施しても定員を超える多くの人が集まり，継続的な実施を希望するとの意見をたくさ

んいただきますが，学生を中心とした私たちのみの小さな組織だけで場所を確保して継続的な実施を行うことが困

難なため市などとの協力による実施が理想だと考えましたが1年では多くの問題に対するすべての解決策を見つける

ことができませんでした．今後は様々な活動団体や組織と協力して実現させたい取り組みです． 

◆今後の課題・発展の方向性 

これまで進めてきたプログラミングに関わるイベントの実施を継続して行っていきたいと考えております．1 回限りのイ

ベントも，定期的な学習支援も地域の人と協力して進めていきたいと思っています．また，現状では大学という組

織であるため実施するメンバーが 1 年ごとに交代する状況です．知識や経験が蓄積されて生かされるような体制作

りを整えたいと考えて下ります．また，私たちがイベントを実施しなければ学習支援ができない状況です．しかし，

今後は教材を確立させて一定の知識があれば誰にでも同じ内容のイベントを実施し，家庭内においても継続的に

学習ができる環境を作りたいと考えております．  

 

◆活動を終えての感想・意見等 

今回の財団での成果報告会からも感じたのですが，家庭環境が子供の学習能力と学習環境，もっと言うと人

生に大きく影響することを改めて感じました．海外の恵まれない地域，貧困による学習の機会を望んでいるのに機

会が得られない子供達がいる一方で，日本は誰もが読み書きはできるのに学習に対する興味関心が薄く，学ぶ

目的が持てない子供，保護者の想いが強く負担になっている子供，学習イベントを託児所代わりに利用し，子

供の学習に興味を持たない保護者など多様な家庭環境を目の当たりにしました．保護者の知識や考えによら

ず，多くの子供に平等に学習の機会を与えてあげたい，学ぶ目的を見つける機会を作ってあげたいと思いました．

今後もこのような学習イベントを通じて私たちにできることから少しでも地域の子供達へ貢献できればと思いました． 
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活 動 名 No.5 団 体 名 NPO 法人フリースクール木のねっこ 

持続可能な地域創造 
活動拠点 広島県廿日市市 
代 表 者 岸岡 美由紀 
支援金額 22 万円 

活動概要  

実施日：令和元年 11 月 1 日～12 月 20 日 

場所：広島県廿日市市上平良 フリースクール木のねっこ活動場所（もーりぃはうす結 youi） 

内容： 

フリースクールの活動場所に、五右衛門風呂の湯屋を建設しました。 

地域の DIY の得意な方に、施工・ご指導いただき、フリースクールのこどもたちやボランティアの方と共に 

試行錯誤しながら創造しました。 

 

参加人数：大人８名、こども７名 

  

 

 

基礎も柱も本格的。ボランティアの方も一緒に作業。 こどもたちも、ちょくちょく見に来ては、お手伝い。 

 

 

ペンキ塗り作業。施行・指導の地域の方と、すっかり仲良し 完成した湯屋で足湯。五右衛門風呂、薪焚きのお湯はあったまる！ 
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◆実施に伴う効果 

お風呂に入れるようになると、講師やスタッフが宿泊しやすくなり、より多様な人がフリースクールを訪れ、

交流することができます。こどもは多様な大人から学び、経験を積み、自立に向かいます。 

また、現代社会にとって必要な、エコな昔体験を日常的に行うことができます。 

地域の方とこどもたちとの交流、知恵や工夫、試行錯誤を共に経験することができ、こどもたちは学びを

深めることができます。 

◆苦労した点 

・当初、施工をお願いしていた方が怪我のため、施工ができなくなり、代わりの方を探すこと 

・予算内におさめるため、材料の一部に廃材を加工して利用すること 

・五右衛門風呂の薪をくべる部分を作るのに、鉄を加工し土台を製作して頂いたが、構造上炎が当た

る部分が狭くなってしまったため、焚口を広くする工夫 

 

◆今後の課題・発展の方向性 

試行錯誤し創作することを通じて、学校に行かない・行けない子どもが、自分らしくあるために経験を積

み、自らの足で立って歩き、前進していく環境づくりを続けます。そうした子どもが、心身ともに健全で自分

らしさを発揮し、社会で生きていく力を養うことができると考えます。 

宿泊可能となったフリースクールでは、福祉・教育・地域・国籍・障害の有無を越えた幅広な人々とつな

がりを持ちながら、個性豊かな循環型社会づくりのために利用していきます。 

◆活動を終えての感想・意見等 

予算の関係で、廃材を利用することになり、あるものを工夫して使う知恵を、学ぶことができたのは、当初

予想していませんでしたが、幸いでした。 

地域の方とこどもたちとの関係性も、一緒に湯屋を創造することを通して、相互に理解しあえるようにな

り、そのことも、わたしたちにとって、大きな喜びとなりました。 

2 年連続で助成をいただき、ありがとうございました。 
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活 動 名 No.6 団 体 名 三原音楽療法研究会 

発達障がい音楽療法グループ 

にこにこ音楽アンサンブルクラブ 

活動拠点 広島県三原市 
代 表 者 吉岡 由美子 

支援金額 13 万円 

活動概要  

2019 年  6 月 1 日  三原市総合福祉センター2 階 まちづくり活動ルーム 体験セッション    参加者 10 名 

       7 月 6 日             同上                     セッション①  参加者  8 名 

       8 月 3 日             同上                     セッション②  参加者  7 名 

       9 月 7 日             同上                     セッション③  参加者  9 名 

      10 月 5 日             同上                     セッション④  参加者  6 名 

      11 月 9 日  三原市総合福祉センター4 階 第 4 会議室        セッション⑤  参加者  7 名 

      12 月 7 日  三原市総合福祉センター4 階 第 2 研修室        セッション⑥  参加者  7 名 

2020 年 1 月 11 日  三原市総合福祉センター4 階 第 1 教養娯楽室     セッション⑦  参加者  8 名 

       2 月 15 日            同上                      セッション⑧  参加者  6 名 

      3 月  7 日           （予定）                          セッション⑨  

 

内容： 音楽療法士、広島県立大学福祉学部の学生も交えたグループでの音楽活動で、対象者のニーズに合わ

せた音楽活動を選びながら、対象年齢層に対応した楽器を使用した。集団においてこそ得られる力を利用して、長

期目標は、対象者の社会的自立を目指すこと、短期目標は音楽活動を通じて、創造力、想像力を刺激し、自己

実現・感情表現を豊かにすることである。 

  

 

 

歌詞を読み、サウンドシェイプの説明 季節の歌で発声練習 

 
 

サウンドシェイプを使っての合奏 デスクベル 
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◆実施に伴う効果 

事前登録をすれば予約は不要としたことで、無理のない参加ができるようになった。 

プログラムは参加者に合わせて考えたものを選んで組み、目的を達成するために、十分な準備をした。 

参加者と同年代の福祉学部の学生も参加したことで、和やかな雰囲気になり、自分を表現しやすい場になったと

考える。 

体験セッションを含め現在まで、9回のセッションを行った結果、はじめは新しいグループへの参加が難しかった方も、 

自由に発言できる雰囲気に慣れてきて、お互いを気遣い、仲間として認める様子が見られるようになった。 

また、介護者や保護者同士の情報交換の場にもなってきており、お互いに連絡を取り合う、他の保護者へ紹介す

る等、輪が広がってきていると感じる。 

自由に参加できる場、余暇を楽しく過ごせるような落ち着ける居場所づくり、仲間との穏やかな活動の中で自分を

表現できる場所の提供ができた。 

◆苦労した点 

建物の改装の関係で当初予定していた部屋が使用できなくなり、変更を余儀なくされた。変化に対応するのが難

しい参加者もあり、混乱せずスムーズに移行できるように、十分な対策を考えた。 

 

参加者を集めるための活動に苦労した。発達障がいの子ども対象の「にこにこ音楽クラブ」卒業生や、市内の作業

所、支援学校などに、チラシを送付したが、思っていたほどの効果がなく、口コミでの参加者のみであった。 

今後は、SNS等の広報活動も考える必要があると思う。 

 

◆今後の課題・発展の方向性 

この「にこにこ音楽アンサンブルクラブ」が、定着してきたところで、その次の段階では、継続事業になるように、対策

が必要である。参加費をできる限り抑え、参加者増につながるよう SNS での PR 方法も考えていきたい。 

また保護者同士がゆっくりと話せる場を立ち上げて、定期的な開催ができたらと思う。 

◆活動を終えての感想・意見等 

本会は 2007 年から発達障がいの子どもを対象とした「にこにこ音楽クラブ」を続けてきた。 

2019 年度はマツダ財団からの支援を頂き、思春期、青年期の障がいを持つ高校生以上を対象としたグループ音

楽療法「にこにこ音楽アンサンブルクラブ」を発足させることができた。対象年齢層に対応した楽器を揃えることがで

き、今後も活動の充実につながっていくと思う。 

また、マツダ財団主催の交流会や、報告会などの行事に参加させていただいたことにより、新たな出会いやご縁が

増え、良い刺激を受けることができた。本会の活動の幅が広がっていくと思う。 
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活 動 名 No.7 団 体 名 私設図書館「さんさん舎」 

本と多様な価値観に出会う 

居場所づくり活動 

活動拠点 広島県尾道市 

代 表 者 瀬戸 房子 

支援金額 24万円 

活動概要  

子どもたち、大人、そして不登校児や悩みを抱える人たちの居場所としての図書館の無料開放をしています。また、本から知り得る世

界で新たな発見、考え方などに触れることもできます。また、多種多様な考え方や働き方、生き方の人と出会うきっかけの場作り（イベ

ント）をし、人生の選択肢や価値観を広げる活動を行なっています。 

◎通常図書館オープン… 

尾道市向東町 1012-23私設図書館「さんさん舎」1階  

2019.4月〜2020年 1月末（10 ヶ月）利用者：大人 341人、子ども 271人 

306日のうち 176日間オープン（1日あたり 2~9時間開放） 

＊オープン日時は、ボランティアスタッフの都合により毎月毎日異なるため、 

 店頭に掲示、毎月のカレンダー発行、LINE、 Facebook ページにて行いました。 

◎ゲストトーク… 

尾道市向東町 1012-23私設図書館「さんさん舎」1階もしくは 2階 

または向かいの尾道市向東町 1013-7gnomes「ノームズ」アトリエとキッチン 1階もしくは 2階 

「あなたはなぜ、今ここに」シリーズでその人の人生を聞く（各回 6名〜25名参加） 

   7/12 あなたはなぜ、今ここに「私と芸術」 イガキアキコさん（音楽家）、岸田真理子さん（画家） 

   9/18 あなたはなぜ、今ここに「私と旅商い」昼夜二部制 富永浩通さん（旅する本屋「放浪書房」） 

   10/10 あなたはなぜ、今ここに「私とあなた〜福祉と芸術の狭間から」 櫛野展正さん（クシノテラス） 

   11/12 あなたはなぜ、今ここに「私と本のある場所」佐藤友則さん（ウィー東城店長）、高原康秀さん 

   1/31 あなたはなぜ、今ここに「私と生きる〜作業療法の現場から」山口清明さん（NPO法人はびりす） 

＊告知は店頭に掲示、毎月のカレンダー発行、LINE、 Facebookページにて行いました。 

  

 

 

私設図書館「さんさん舎」1F図書館通常オープン時 10/10「私とあなた〜福祉と芸術の狭間から」ノームズにて 

  

11/12「私と本のある場所」さんさん舎２F にて  9/18「私と旅商い」昼の部、さんさん舎 1F にて 
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◆実施に伴う効果 

・ Facebookや様々な媒体を通して告知、場を知ってもらうことで、ボランティアスタッフも増え 

週に4日程度図書館をオープンすることができた。 

・ また、オープン時には図書館を「無料」で開放することで、こども一人でも気軽に来られる場、本を読んだり宿題をし

たり、大人もふらっと立ち寄れる場となり、様々な交流が生まれた。 

・ 全国的に活躍するような、普段の生活ではなかなか出会うことのないゲストにお越し頂き、あえて少人数制で交流

しやすく話しやすい場をつくった。 

・ 様々な大人の話を聞き、子どもに対する大人の対応（考え方）を学ばせていただいた。 

・ 夏ごろから全国的な活動「とまり木」に登録し、不登校児とその親の居場所的な場とも知られ、その後も継続的に

利用いただいている。 

◆苦労した点 

・ なるべく毎日でも、長い時間オープンしたいが、アルバイトではないためスタッフの確保やスケジュール調整がなかなか

難しい。 

・ 場をさらによく知ってもらうための告知をどのようにしたらよいか、毎日のオープンでないため、カレンダー作成や、メール

配信など周知に時間と手間がかかっている。 

・ ボランティアスタッフのそれぞれの参加の気持ち、モチベーションも異なるが、個々の個性を活かしながら場をよりよくす

るためにはどうしたらよいか、という苦労もみられた。 

・ 空間としての場の整備（クーラー設置）、環境整備（本棚の追加）などにかなり金銭的自己負担が大きく運営

面での障害となっている。 

・ 校区の学校から案内を配布していただこうと思ったが、まだまだ駆け出しで信用度の低い市民活動団体ではなかな

か対応していただけないことを痛感した。 

◆今後の課題・発展の方向性 

・ 学校のニーズに沿った様々な居場所をまとめたマップを制作することで、改めて配布をお願いしようと考えている。 

・ 不登校児に有益な居場所であることを地域や学校にいかに認知していただくかが課題である。 

・ これまでの活動を継続しつつ、不登校児の居場所としても、もっと認知されるように教育委員会やメディアを通して

知ってもらう活動をしていきたい。 

◆ 活動を終えての感想・意見等 

・ 今年度助成をいただいたことで心強く活動ができました。また。設備などさらに改善したい面もあり、今後の継続的

なご支援をいただけると嬉しいです。 

・ 場を必要としている人たちにさらに居心地よく来て、過ごしてもらえるように今後も活動を続けていけたらと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎月のカレンダー掲示（さんさん舎正面ガラス） 中国新聞（福山尾三 面に掲載）2020.2.29 朝刊 
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活 動 名 No.8 団 体 名 堂々川ホタル同好会 

不法投棄の川を観光地に変えたボランティア 
活動拠点 広島県福山市 
代 表 者 土肥 徳之 
支援金額 ２２万円 

活動概要  

① 堂々川中流域へ彼岸花を植える  御野小（120人弱）中条小（50人強） 

4月末から 5月の遠足時 

② 堂々川中流域へホタルを飛ばす   会員による川周辺の草伐採、児童とカワニナ放流  

５月～11月       

③ 砂防堰堤の保全、草・木の除去   美観作りと大雨により石崖の崩れるのを防ぐ目的もある 

蛇やスズメバチの活動がない 11月終わりから 2月にかけて実施            

④ 環境保全と川の汚れの防止     道路のポイ捨てタバコ・プラ等のごみ拾い、不法投棄の防  

止は各月の定例会の時と有志が別に月数回巡視している                  

⑤ 児童が遠足や自然勉強の為の来訪を支援 県と相談し砂留資料を貰い学校へ渡す  

神辺小 10月研修来訪               

⑥ 会報の発行 すでに過去 15年間会員や官庁に配布、 

広島県県立図書館に 1号から 177号まで保管 神辺の資料として使えるようになった 

⑦ 観光地案内を神辺町観光協会と共同で実施している 

一昨年頃からは御領山古墳の観光も希望者には案内する 

堂々川の彼岸花の敵（猪）を猟友会の支援で駆除を実施ている 

1昨年は 10頭、昨年は 3頭捕獲  

  

  

 

 

ゴミ捨て防止策の彼岸花の里造り 御野小 3，4年生と 観光地に変わった堂々川 

  

新入会員高校生が見つけた新しい砂留 
堂々川へ歴史の勉強 神辺小 
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◆実施に伴う効果 

福山市長が提唱されるオンリーワンを目指す・探す・つくるに賛同し、堂々川にある国の登録有形文

化財の砂留を生かすための活動を小学生と一緒に２０１０年から毎年実施している。今年（２

０１９年）も2つの小学校と実施でき環境教育、故郷の景観を記憶できる思い出作りもできて、

先生からは感謝をいただいている。 

小学生と一緒に植えてきた彼岸花の花数が県内No1に近づいてきた。 

１９万本開花（県のトップは３０万本）、又自然の川の堤防フイールドで見られる花色が２４色

は日本一という人も多い。7月から12月初めまで開花する姿が見られる場所も全国トップレベルと自

負している。 

「ボランティアが作った観光地」素晴らしいことだ。 

◆苦労した点 

堂々川では特に１１月頃から川の堤防斜面を猪に掘り返され、小学生と植えた球根が毎年日干

しにされている。今年もすでに３か所が耕されその現場写真も取れた。１月、２月に掘られると球根

を再度植え直しても活着率が悪い気がする。 

また昨年は１０頭捕獲したが今年は瓜坊３頭のみ、イノシシの学習能力に人間がついていけなくな

っている。 

 

◆今後の課題・発展の方向性 

同好会へ高校生・大学生の入会があった。昨年度で高校生４人、大学生２人、一昨年は入会者

に卒業論文にかかわる資料も提供したが、卒業後も活動を継続するというのは難しいようだ。 

今後の発展は新しい入会員の考え次第だが、企業の定年が６５歳過ぎまで伸びたせいか、企画力

のある人を探すのに苦労している。しかし、会を継続し、発展させるためには、企画力のある人を探さ

ねばならない。（行動力があり企画のできる人は NPOや他団体と奪い合いになっているようだ） 

◆活動を終えての感想・意見等 

今年も良い活動ができた。 

ボランティアは資金確保をどうするかが最大の問題点！ 

当会の場合福山市のマチサポの方の事務支援、マツダ殿のご支援、予想外の表彰副賞で予定以

上の活動が楽しく出来たことが良かった。 

目標であり、願いでもある「観光地造りが出来た」ことに満足している。 
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◆実施に伴う効果 

① シナリオ作りで消防、警察、郷土研究家等から（１９９９年の６．２９土砂災害）当時の話しや、過去の

水害や昔話を知ることで伝え繋ぐことの重要性に使命感を持って取り組むことが出来ました。 

② 児童へのシナリオ読み聞かせによって浮かんだシーンをその場で描いてくれた絵コンクール参加者は全クラス１６

２名の参加で１３７点もの絵画が応募され全校児童を巻き込む一大イベントとなりました。 

③ 絵コンクール審査会では、地域の長の方々（区長、警察署長、消防署長、消防団長、町内連合会長）の

参加をいただき校長先生と供に優秀賞を選出して頂き地域の繋がりがより強固になりました。 

④ 紙芝居と優秀絵画、紙芝居に採用された絵画展示会では地域の憩いの場所でもある、五日市公民館（当

団体による紙芝居上演）約２００名、河内公民館で約１００名、佐伯区民文化センター（当団体による

紙芝居上演）で約５００名の地域住民等方々が展示に触れられて豪雨災害へ取組意識を新たにされたと

思います。 

⑤ 絵コンクール表彰式では優秀賞を選出した各長より賞状と記念品が手渡され児童の満面の笑みが印象的でし

た。児童による紙芝居上演は当会指導による練習を重ねたことで、本番は実に堂々としており、来賓者や保護

者を紙芝居に引き込んで防災の必要性を再認識されたと思います。 

◆苦労した点 

① 土砂災害について聞き取りをするに当たり、どなたに、どこまで尋ねていいかの配慮等に気遣った点です。 

② 学校長や関係される先生方に取組事業を理解して頂き、実施価値のあるものだと言っていただくまでお話しした

点です。 

③ 児童の皆さんにシナリオ読み聞かせで色々なシーンをイメージできる様に普段に比べゆっくり、はっきりを心掛け練

習を実施した点です。 

④ 展示会を４会場で実施し会員の手配やスケジューリング等に苦労した点です。 

 

◆今後の課題・発展の方向性 

① 佐伯区以外の地域を含めて小学校と協働して、地域の出来事等を今回と同じ手法で展開するための経費確

保のため、公的機関との共催ができるようにしたいです。 

② 紙芝居公演を充実したものにするため、防犯紙芝居や地域の物語（民話・昔話）も紙芝居化できるようにし

たいです。 

 

◆活動を終えての感想・意見等 

① 児童へのシナリオ読み聞かせと作画は、全クラス１６２名の参加にも拘らず、１３７点もの応募があり、それら

すべてが一日で終了したことは驚きでした。学校側の協力なくしてあり得ないことと、綿密な打ち合わせの賜物と

自信にもつながりました。 

② この度の事業によってお蔭様で紙芝居上演や、紙芝居指導のお声をかけて頂くようになりました。今後も精進し

ながら、和気あいあい元気に続けていければと思っています。 

③ この度は貴財団支援と公的支援に恵まれ、紙芝居、絵本制作と作品展会も実施できました。これほどの充実

感をもって完了できたことを心より感謝致します。本当にお世話になり有難うございました。 
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活 動 名 No.16 団 体 名 一般社団法人 クローバーの会 

発達障がい児を自分のスペシャリストに！ 
活動拠点 広島県広島市佐伯区 
代 表 者 村主 裕子 
支援金額 ４０万円 

活動概要  

１、 クローバーの広場 （場所）中区地域福祉センター 

＜国語教室、算数・数学教室＞ （参加人数）延べ 527 人 

（実施日）4/6・7・13・14・27・28   5/5・6・12・19   6/1・2・8・9・23・29・30   7/6・7・13・14・27・28 

       8/3・4・10・12・18・25   9/7・8・14・22・28・29   10/5・6・12・26・27   11/3・9・10・23・30 

       12/1・7・8   1/5・11・25・26   2/1・2・22・23・29   3/1・7・8 

＜英語教室＞（場所）中区地域福祉センター （参加人数）延べ 48 人 

（実施日）4/20  5/18  6/15  7/20  8/17  9/21  10/19  11/16  12/21  1/18  3/21  

＜絵画教室＞（場所）中区地域福祉センター （参加人数）延べ 107 人 

（実施日）4/20  5/18  6/15  7/20  8/17  9/21  10/19  11/16  12/21  1/18  2/15  3/21  

＜体操教室＞（場所）二葉公民館 （参加人数）延べ 98 人 

（実施日）4/21  5/19  6/16  7/21  8/18  9/22  10/20  11/17  12/22  1/19  2/16  3/22  

＜タブレット学習研修会＞ （実施日）1/5 1/12 （場所）中区地域福祉センター （参加人数）延べ 58 人 

２、親の集い （場所）中区地域福祉センター （参加人数）延べ 117 人 

（実施日）4/20  5/18  6/15  7/20  8/17  9/21  10/19  11/16  12/21  1/18  2/15  3/21 

３、 講演会・研修会 

①第 1 期発達障がいの発見とその後の支援に関するキャリア研修会  

 第 1 回 5/11 （場所）南区地域福祉センター （参加人数）60 人 

 第 2 回 5/25 （場所）安芸区地域福祉センター （参加人数）74 人 

第 3 回 5/26 （場所）安芸区地域福祉センター （参加人数）78 人 

第 4 回 6/23 （場所）南区地域福祉センター （参加人数）64 人 

②「子どもの年齢に合わせた子育ての仕方・親の心構え」学習会 

（実施日）7/14 （場所）中区地域福祉センター （参加人数）82 名 

③「発達障がい児・者とセクシュアリティ教育」学習会 

（実施日）10/14 （場所）東区地域福祉センター （参加人数）91 名 

④第 2 期発達障がいの発見とその後の支援に関するキャリア研修会 

 第 1 回 11/24 （場所）西区地域福祉センター （参加人数）65 人 

 第 2 回 12/14 （場所）西区地域福祉センター （参加人数）63 人 

第 3 回 12/15 （場所）中央公民館 （参加人数）75 人 

第 4 回 1/13 （場所）東区地域福祉センター （参加人数）65 人 

⑥「子どもの時の支援、大人になる頃からの支援 ～親に出来ること～」学習会 

（実施日）3/29 （場所）中区地域福祉センター 

 
 
 
 
 

   

4 月の絵画教室の様子    幼児対象の国語教室                            

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

    

国語教室子どものノート  算数教室（小高学年）     英語教室（中・高生） 

 

 

 

 

 

     

タブレット学習対象者研修会  研修を受けタブレットを操作する子ども 

体操教室（小学生以上のサッカー） 
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↑親の集いの様子 

←第 2 期キャリア研修会受付風景 

 

◆実施に伴う効果 

１、クローバーの広場各教室（発達障がい児への発達・学習支援）の受講者数 49 名⇒76 名に増加。 

  ・多くの子が学校のテストの点を 30 点～50 点アップ。（20～30 点から 100 点になった例も 10 件近くあり） 

  ・多くの子に、集中力アップ、自分から学習に取り組む、自信を持ち始める、書く字がきれいになる等の変化が表れ、自己肯定感が向上⇒保 

護者が子どもをしっかり褒めるようになった。 

・読み・書き障害などの学習障がい児を対象にしたタブレット学習（広島大学氏間准教授とタッグを組んで開始。） 

タブレット学習者は、昨年度 11 名 ⇒ 今年度 21 名に増加。（在籍校の授業で活用。） 

２、親の集い   賛助会員 （昨年度 83 名 ⇒ 今年度 123 名）（3 歳の子どもから 40 代の成人を持つ親）    

３、講演会、研修会  （昨年度 550 人台 ⇒ 今年度 900 人台にアップ） 

①発達障がいの発見とその後の支援に関するキャリア研修会の参加者 第 1 期・第 2 期とも延べ 270 人前後 

     目的 啓発と支援者（親・専門家など）のキャリアアップ 

     要因 助成金で、参加費を格安にし、発達障がいのスペシャリストを講師として、全国から招聘出来た。 

     参加層＝医師・大学研究者・教育委員会など行政担当者・保健師・心理士などに拡大 

参加地域＝山口県・岡山県の中国地方、福岡県・佐賀県の九州地方、奈良県の近畿地方に拡大 

② 「子どもの年齢に合わせた子育ての仕方・親の心構え」学習会 

     広島県内から、どこにも相談できるところのない、講演会等に参加したことのない保護者が多く参加。 

③「発達障がい児・者とセクシュアリティ教育」学習会 

     助成金で、発達障がいと性の問題に関する専門家を招聘でき、性についての本格的な講演会が初めてできた。 

④連携、協力活動 

・連携、協力ができた団体（行政・大学などの公共機関、広島市医師会・広島県臨床心理士会・日本学校心理士会広島支部等）に拡大 

・広島市子ども療育センターの医師などの紹介で入会するケースがある。 

・平成 27 年に呼び掛けた「発達障害の課題に取り組む各分野の専門家による会議」のシンポジストを会員の保護者が担当。 

（広島の支援者支援と各分野の連携づくりをする発達障害運動を支えている。） 

・広大氏間先生主管の「音声教材の効率的な政策に関する調査研究委員会」に参加。親の会としての認識が高まった。 

◆苦労した点 

・広報、宣伝（チラシを万単位で印刷、公的機関や協力関係の団体へ配布）の作業の人的確保と催し物参加者の確保 

・クローバーの広場指導担当者の確保（発達障がいに関する専門性が高く、子ども観や発達観、教育観が会の理念に合う人材の確保） 

・会の運営に関われる人材の育成 

・資金繰り（赤字を半減することはできたが、まだ 100 万円の赤字・未払金がある。） 

◆今後の課題・発展の方向性 

・理念、ビジョンや基本的な取り組みはできているので、今後はその実現に向けて、行政をはじめ各団体や個人との連携と組織づくり、ネットワーク

づくりを進めていきたい。 

・広島の発達障がい児・者に切れ目のない支援を担う人材育成や、ペアレントメンターなど保護者のリーダー格になる人材の育成を進めたい。 

・全ての発達障がいを持つ子どもたちが、自己の能力を全面的に開花させ、社会的自立を果たし、税金の払える人材になるよう、広場の指導プ

ログラムやスキルの向上を図っていきたい。また、その指導法について、広く情宣し広めていきたい。 

◆活動を終えての感想・意見等 

・今回助成金を頂いたことで、長年の懸案だった全国の高名な講師を呼んでキャリア研修会を開催したり、性教育の講演会を開いたりすることが

できた。大きな反響と期待が寄せられ元気づけられた。今後も機会を作って実施したいと考えている。 

・上記の研修会や講演会は、行政や発達障害の取り組みに欠かせない団体の後援を頂き、その反響は大きく、賛助会員も 1.5 倍に増え、会の

大きな発展につながったと考えている。 

・マツダ財団助成金贈呈式や成果報告会等で、各地の様々な取り組みをされている団体や個人と知り合う機会ができ、また、高名な著名人から

声をかけていただく機会が持てたことは、視野が広がり良い勉強になった。分野が違っても心に響く取り組みをされている方々との交流は、今後会

の運営に様々な形で生かしたいと思っている。 

 

「発達障がい児・者とセクシュアリティ教育」学習会 

第 1 期キャリア研修会演習風景 
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活 動 名 No.24 団 体 名 日本宇宙少年団 周南分団 

ものづくり科学教室 
活動拠点 山口県周南市 
代 表 者 志水 慶一 
支援金額 10 万円 

活動概要  

毎月１回、全 10 回活動しました。活動内容は下記の通りです. 

 会場： 社会見学以外は周南市久米市民センター（7 月のみ周南市市民交流プラザで実施） 

 開催日： 原則第 3 日曜日 13 時～16 時 約 3 時間  

 スタッフ： 約 10 名。事前研修で活動内容を習得し、当日の活動を指導・補助 

 参加者： 青少年（定員 20 名）とその保護者、スタッフで社会見学以外 毎回 40～50 名 

 

4 月：科学で遊ぼう／綿菓子機をつくって綿菓子を食べよう ・・アルミボトル缶、ミニモーター、ざらめ 

5 月：科学マジック？！君もマジシャン  ・・ 消える水、バンジー卵、十字ストローなど 

6 月：湿度計をつくろう ・・アルミ箔とセロファンのバイマテリアル利用 

7 月：レオナルドダビンチに学ぼう ・・投石器、歯車、角棒で自立する橋の組み立て 

8 月：光の不思議と立方体万華鏡の製作 ・・屈折、反射など光の不思議を体験し科学の目で理解する 

8 月：社会見学 ・・山口のパラボラ館（電波通信、静止衛星）、県立博物館（ドローン特集） 

 9 月：美味しい科学 ・・近隣企業（㈱シマヤさん）の出前教室（味噌づくり）発酵について学ぶ 

10 月：社会見学 ・・・徳山高専 学園祭・・ロボットコンテスト、情報技術、お化け屋敷 

11 月：磁力で回る目も回る／電磁石と永久磁石のコラボ ・・電気回路、磁気回路を学び工作 

12 月：アルキメデスになって工作・実験 ・・浮力実験、ピアノ線からコイルバネの製作 

 

 

  

  

アルキメデスになって工作・実験               
磁力で回る目も回る／電磁石と永久磁石のコラボ 
 

 

社会見学／山口のパラボラ館 

レオナルドダビンチに学ぼう／講師へのお礼挨拶 
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◆実施に伴う効果 

本年度の活動は活動を始めて11年目となる。過去10年間の活動の成果と考えられるが参加者は活動拠点の周

南市、近隣の光市、下松市はもとより島根県津和野、山陽小野田市、山口市、防府市など遠方からも多く参加

された。本活動が幅広く周知されているものと考えている。本年度は、青少年と保護者の延べ数の合計は約400

名に達し、ほぼ定員一杯が続いた。 

本活動は青少年と保護者が一緒に科学実験・工作の体験学習をするものであるが親子の絆の醸成、ものづくりや

科学の啓発に大いに役立ったものと考えている。 

新規参加者は友達の紹介、口コミなどによるものが多いことから本活動が参加者に高く評価されているものと考えて

いる。活動においては青少年に社会性を育成するため自己紹介、質問、お礼の挨拶など発言する機会を頻繁に

設けている。活動経験が増えるにつれて科学知識や技術を習得し、社会性も持った自信あふれる溌剌とした青少

年に成長していくのが認められる。 

◆苦労した点 

若干の予定変更はあったものの予定した活動を実施することができた。苦労した点は以下の通り。 

・開催日、会場の関係・・開催予定日に選挙の投票日が重なり、急きょ講師との調整、別会場の確保にあたふた

した。会場、日時は変更となったが無事開催することができた。 

・社会見学 ・・毎年、新年度に入ってから見学先との調整を行うが、見学用バスの確保、見学先との日程調整に

苦労する。今年度はバスを確保したものの、参加者募集すると自家用車での参加希望が多くバスをキャン

セルすることとなった。無事活動を終えることが出来たが、見学先の確保、交通手段の確定など今後も付き

まとうものであり、今回の問題を参考にしたい。 

・費用の関係・・予定した助成先からの助成が得られず、希望の備品などの購入が出来ず不自由した。 

・スタッフの関係・・増減があり人数的にはほぼ同数だが、高齢化が進み、高齢化ゆえの問題がある。 

◆今後の課題・発展の方向性 

今後の課題：活動継続のためには①ボランテイアスタッフ②テーマ③資金④参加者が必要。 

①ボランテイアスタッフは高齢化が進んでおり新規の確保、若返りが喫緊の課題。 

②テーマについては、指導者のモチベーションアップのためにも毎回新規テーマで実施することを目標に掲げている

が、絞り出すような感じで四苦八苦している。 

③資金は多くを必要としないが、活動が長年になると助成先も少なくなる。スタッフの持ち出しでは長期活動は

困難であり何らかの対策が必要。 

④参加者数が少ない回もあるが概ねほぼ定員である。魅力あるテーマ＆活動内容、現状程度の参加費であ

れば参加者は確保できるものと考えられる。 

発展の方向性：11 年間活動できたことより本活動のニーズがあることを実感している。そのニーズを深堀し、近隣

産官学との連携などを図りながら本活動を周南市・近隣市町の青少年育成の場として根付かせたい。 

◆活動を終えての感想・意見等 

毎年、多くの青少年が分団活動に新規に参加し、数年後には分団を巣立って行きます。一緒に活動し失敗や感

動を共有しながら、参加者が成長するのを実感出来たのは素晴らしく、遣り甲斐を感じたところです。 

本年度も学ぶことが多く、楽しくもあった活動が青少年の育成にも大いに役立ち素晴らしい一年でした。 

来年度も更に充実した年とするべく努力し、青少年と一緒に楽しみたいと考えております。 
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活 動 名 No.25 団 体 名 日立のぞみ会 

地域社会と連携した子育て健全育成サポート 
活動拠点 山口県下松市 
代 表 者 永田 久則 
支援金額 ２８万円 

活動概要  

１.親子プログラミング教室（ステージⅠ） 

２０２０年度より小学校でプログラミング教育が必修化、文科省の学習指導要領では「プログラミング的思考」を学年ごとに

課題が提示されています。子供向けに開発されたプログラミング言語の「スクラッチ」で小型パソコン「ラズベリーパイ」と日立のぞ

み会が独自に開発した「フォークリフト型ロボット」を用いて、学習したプログラムで実際にロボットをいろいろ制御して動かすプログ

ラミング教室を実施しました。 

(1)第２回親子プログラミング教室               (２)第３回親子プログラミング教室 

日  時：2019/4/13・14 & 20・21               日  時:2019/7/27・28 & 8/３・４ 

場  所：日立笠戸労働組合会館               場  所:日立笠戸労働組合会館 

参加者：午前:23 組(46 名) 午後:21 組(42 名)    参加者:午前:8 組(16 名) 午後:9 組(17 名) 

(3)小学校教師対象のプログラミング出前講座 

     2020 年度よりプログラミング授業が必修になるが、プログラミングについて全く知識がないので、日立のぞみ会が 

実施している親子プログラミング教室の内容を、小学校教師を対象に出前講座の依頼があり実施しました。 

     日 時：2019/８/21  場所：下松小学校パソコン教室  参加者：３０名（小学校教師） 

２．地域社会と連携した「子供もづくり工作」の支援 

   下松市内豊井地区公民館より「公民館祭り」で「子供ものづくり工作」の出展依頼があり、「ＣＤコマ」  

「ストローかざぐるま」「木登りキツツキ」等のものづくり工作を地域の子供達と実施しました。 

   日 時：2019/10/27  場 所：豊井公民館   参加者：50 名 
    

 

 

 

「親子プログラミング教室」全景 
 自作のプログラミングでフォークリフト型 

ロボットの自動走行 

 

 

小学校教師対象のプログラミング出前講座 
公民館祭りでの「子供ものづくり工作」 
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活 動 名 No.26 
団 体 名 

おごおりウィークエンドアドベンチャー
実行委員会 

おごおりウィークエンドアドベンチャー 
活動拠点 山口県山口市 
代 表 者 高橋 則彦 
支援金額 15 万円 

活動概要  

～背景~ 

・週休２日制の始まりである平成１１年度に活動開始。平成３１年度で２１期生。 

・子供達の地域の受け皿として原則毎月第２土曜日に活動。 

・様々な家庭環境の子供が参加するため、家庭への負担により不参加の子供がでないよう、負担減を心がけてい

るが、年会費等を増額又は行事ごとに必要経費を集める必要がある状況。 

~目的~ 

・学校・学年を超えた班（地域内３小学校の４～６年生）で、様々な生活・自然・社会体験活動を行う。 

・活動を通じて子供達の主体性や生きいきとした感性を育てることを目的とする。 

~平成 31 年度活動内容~   平成３１年度団員登録数 ６８名  

 5 月 11 日（土）    小郡地域交流センター “入団式”  

（団員 66 名、実行委員 19 名） 

                     名札づくり、班長/副班長決め、スタッフ紹介、保護者への活動説明等を行う入団式。 

 6 月 8 日（土）    大内塗体験～電車ででかけよう～ 

                交流センターから電車でふるさと伝承センターへ行って、大内塗の箸づくりを行う。 

（団員 64 名、高校生 8 名、大学生 1 名、実行委員 26 名） 

7 月 13 日（土）    ちょこっとサイクリング（農高で動植物見学） 

               自転車で、地域内の山口農業高校まで移動し、動植物の見学やピザ焼きを行う。 

（団員 63 名、高校生 16 名、大学生 7 名、実行委員 18 名） 

8 月 2・3 日（金・土）キャンプ IN 秋穂（ヨット教室・海水浴） 

               バス教室、バスを利用しての移動、砂浜清掃、海水浴、ヨット体験 等 

（団員 59 名、高校生 6 名、実行委員 27 名） 

9 月 14 日（土）    秋の大運動会（保護者観覧可） 

               大会種目を班で協力し合って、優勝を目指す。 

（団員 65 名、高校生 7 名、大学生 2 名、実行委員 25 名） 

10 月 5 日（土）   レクリエーション大会 

               ウォークラリーに参加し、小郡地域内の史跡等新たな発見をする。 

（団員 61 名、大学生 1 名、実行委員 16 名） 

11 月 16 日（土）   鉄人挑戦（ツールド秋吉台 42.195km） 

               交流センターから秋吉台を自転車で往復 

（団員 37 名、大学生 1 名、実行委員 22 名） 

12 月 14 日（土）   植樹に挑戦（サイクリング・奉仕活動） 

               自転車で山口大学まで移動し、ライオンズクラブと一緒に、山の手入れと植樹を行う。 

（団員 47 名、高校生 2 名、実行委員 14 名） 

1 月 11 日（土）   餅つき、カルタ大会 

日本の伝統行事に参加。 

（団員 56 名、高校生 2 名、大学生 1 名、実行委員 20 名） 

２月 ８日（土）    スキー教室（191 やわたハイランド） 

              スキー講師を招き、個人のレベルに合わせたスキー教室 

（団員 59 名、高校生 2 名、実行委員 17 名） 

３月 14 日（土）   修了式・ぎょうざ作り 

              班で協力し、思い出の詰まった至高の餃子を作る修了式。  
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入団式～さあ、今こそアドベンチャー！～ 秋の大運動会 息を合わせて？ジャンプ！ 

 
 

ヨット体験 ゴムボートに乗るのがまず大変・・・。 スキー教室 最初は板を着けてはずす練習からです。 

◆実施に伴う効果 

・学校・学年を超えた班（地域内3小学校の４～6年生）で、様々な生活・自然・社会体験活動を行うことがで

きた。 

・週休2日制となった子供達の地域の受け皿として、原則毎月第2土曜日に活動を実施した。 

・活動を通じて子供たちの主体性や生き生きとした感性を育むことに寄与した。 

・社会人スタッフのみならず、高校生・大学生のボランティア参加を受け入れることで、学生へ子供との活動の場を

提供した。 

◆苦労した点 

消費税を含めて、様々な経費が値上がりする中で、様々な家庭環境の子供が参加するため、家庭への負担により

不参加の子供が出ないように負担減を心がけているが、年会費等を増額せざるを得ないこと。 

◆今後の課題・発展の方向性 

野外での活動が主なため、子どもの安全確保に人手を要するが、社会人スタッフの高年齢化に伴い、必要な人員

の確保に苦慮している。また、新たな活動内容を検討する際には交通費等の移動費用の確保と自転車の場合は

子供の体力低下が課題となっている。 

毎回、学生ボランティアの参加があることから、学校教育に関心のある生徒・学生には更に御協力いただき、将来

の会を担う人材となってほしい。 

◆活動を終えての感想・意見等 

スタッフとしての活動は休日の返上等、負担になる面もあるが、大人も子供とともに活動を楽しむとともに、子供たち

が様々な活動に挑戦し、自分なりに頑張り、「初めてだった／楽しかった／大変だった」と感想を述べる子供たちが、

大きく成長する様子を目の当たりにすることがやりがいとなる。 
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活 動 名 No.27 
団 体 名 

災害復興支援団体  山口災
害救援 

山 災 塾 

(若者対象災害ボランティア育成プロジェクト) 

活動拠点 山口県防府市 
代 表 者 村林 理恵子 

支援金額 35 万円 

活動概要  

未来を担う子どもたちが、将来起こりうる自然災害に対しての正しい知識を持ち、自分の命・家族の命を自ら守る

ことができるようにする。また、被災した後の復旧・復興への取組等を知ることにより、災害ボランティア活動及び平常

時における地域での支え合いの大切さを理解し、自分にできることを考え、実践できる力を養うことを目的とする。 

・第１回「災害とボランティアについて」 

日程:６月９日(日) 午後 1 時～午後 4 時     参加人員 46 名 

・第２回「災害ボランティアセンターについて」 

日程:７月 14 日(日) 午後 1 時～午後 4 時    参加人員 45 名 

・第３回「被災地での活動」 

日程:８月 11 日(日) 平成 30 年 7 月豪雨災害被災地  

広島県呉市天応 現地視察・ 被災地炊き出し支援 参加人員 53 名 

・第４回「わたしにできること」 

日程:9 月 8 日(日) 午後 1 時～午後 4 時     参加人員 36 名 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1 回目 参加者 46 名 

災害とボランティアについて 

災害にはどのようなものがあるのか、またどのような危

険があり、どうすれば命を守れるのかを知る。さらに

は、被災者を支援する活動にはどのようなものがある

か、また被災したらどのような困りごと（ニーズ）があ

るのか、その困りごと（ニーズ）をどのように解決して

いるのかを学びました。 

 

第 2 回目 参加者 45 名 

災害ボランティアセンターについて 

災害発生後に設置される災害ボランティアセンターはど

の様に立ち上げるのか、また災害ボランティアセンター内

の運営方法はどの様になっているのかを学びました。 

 

第 3 回目 参加者 53 名 

現地視察・ 被災地炊き出し支援 

災害発生後 1 年経った被災現場状況を知り、被災された皆様と一緒

に瓦そばの炊き出し交流を計りました。 

 

第 4 回目 参加者 36 名 

わたしにできること 

被災地の現状を思い出し、また今迄の研修内容

を思い出し、わたしにできることを考えました。 
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実施に伴う効果 

山災塾受付登録人数４５名 平均年齢２３歳と予想を上回る参加者。先ずは、参加者ひとり１人真剣

に取り組んでいただいた事に主催者として感謝しております。 

４回の研修会を通じて、参加者の中でボランティア未経験者の人が多い中、経験者からの意見を素直に聞

き入れグループにて意見交換が活発化していました。今回の研修では「災害とは」からはじめ、知っているようで知

らなかった、疑問に思っている事が解った、との感想をいただきました。自分の命・大事な人の命を守る為にも、災

害というものを感じ取れたという参加者もおられました。 

令和元年８月、福岡・長崎・佐賀を襲った豪雨災害にては、参加者数名が現地に赴き活動されました。被

災現場にて、支援活動をしながら「なぜ」と言う疑問が生まれ、なぜ災害が起こるのか、なぜ被災者になるのかを

考えていきたいという参加者もおられ、今後の防災・減災に自ら取り組んでいいかれる事を期待します。 

◆苦労した点 

この度の企画で、私達が今まで経験したスキル・ノウハウを伝えていくために、若者を対象に研修会を進めようと

したが、どこの若者をターゲットにするのか、自分たちとの繋がりは、と考えると意外に難しく、なかなか進みませんで

した。そうした中、県内の大学生の中で災害支援活動をしているサークルをSNSで知り、こちらから参加してくれ

るようお願いしたところ、大学同士の横の繋がりで情報が伝わり、若者の参加者が増えました。学生側もサークル

活動で行き詰っていたようで、この山災塾の話が嬉しかったと言ってくれました。 

 

◆今後の課題・発展の方向性 

山口県では平均３年に 1 度の水害、いつ発生するかわからない直下型地震。80%になる南海トラフ地震を

考えると、この度助成していただき山災塾を開催できたことを 1 回で終わらさず、当初の計画通り 5 年計画を

実施して、真正面から災害に取り組んでくれる若者を 1 人でも多く増やさなければならないと痛感しています。 

私達団体と提携を結んでいる山口県災害看護研究会さんとも力を合わせて、「山災塾パート 2」を実施しな

ければと考えています。パート 2 では、防災・減災は元より、発災後の対応が出来るスーパーバイザー的な若者

を育てていきたいと思います。 

 

◆活動を終えての感想・意見等 

当初は若者が集まるか不安でしたが、予想を上回る参加者で嬉しい悲鳴でした。毎年の如く日本列島どこかで

災害が発生している中、若い人が、特に大学生が沢山参加していただいた事は、私達が今まで経験したことを伝

える責務と実感するばかりです。私たち自身が、家族・大事な人を守れる人材育成に今後も務めて参りたいと思

います。マツダ財団様の助成があったからこそ実現したこの企画です。心より感謝申し上げます。 
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◆実施に伴う効果 

（参加者アンケート）自己肯定感を高めることが出来ました。また参加者の学校新聞において事業が掲載され生

徒、保護者、地域の方へ周知されました。 

（保護者アンケート）事業への理解、賛同を得る事ができ、事業ついても家庭で話し褒める事の大切さを実感して

いただけました。 

（協力者アンケート）事業目的への賛同と今後の継続についての声が多く寄せられました。行政、企業、民間が協

働する事の必要性も多く寄せられました。また防府市広報誌に掲載され市民の方へ周知されました。 

◆苦労した点 

市内小中学校へのチラシ配布、小中校長会・小中学校ＰＴＡ・菅公みらい塾・防府市学校教育課・江山教育

長・その他関係者への募集依頼を行いましたが、学校事業、地域事業と日程が重なっていたため予定していた２

４名の募集を達成する事が出来ませんでした。また企画段階から運営に協力していただく部署の担当者と事業の

趣旨を説明し細かな内容まで詰め、より強固な協力体制を築き継続していく事、そして運営の一部を依頼するとい

った調整に苦労しました。 

◆今後の課題・発展の方向性 

今回の事業を通して防府市役所、防府市議会との関係を構築する事が出来ました。政治への関心を高める事は

行政の課題とされており、こどもだけでなく保護者に対しても働きかける必要を感じました。また学校教育課とはスケ

ジュールや事業内容等をより密に打ち合わせる事で、学校教育の一環として取り入れてもらうことが必要と感じてい

ます。行政、議会、他団体を巻き込む事で、青年会議所単独の事業ではなく防府市の取り組みとして展開し、市

民一人ひとりがまちづくり、青少年育成に興味を持って参画してくれることを期待しています。 

今回の事業内容は「知って」「考えて」「伝える」といった複数の要素があり、こども達の力でやり遂げるには日程が足

りなかったかもしれません。事前学習や調査といった部分で日程を増やす事でより良い事業になったのではないかと

思います。全員が集まらなければならないのではなく自主的な学習、例えば宿題形式にする、出前事業を行うとい

った形での対応も検討すべきであったと反省しています。 

◆活動を終えての感想・意見等 

本事業は青少年育成を目的としていますが、まちづくりへの参画にも寄与出来ると考えています。行政への関心を

高めるだけでなく市民一人ひとりがまちに対して主体性を持つ機会を提供出来ます。その為には継続して取り組む

事が必要であり、行政、学校との連携を深める事でより効果的な事業とする事が可能と考えています。 

自分たちが住んでいるまちを知る事で今まで気付かなかった課題や問題点、魅力を発見してもらう。住んでいる人

や働いている人が感じている事、こうしたいという想いを聞く事で「防府の今」を知ってもらう。そうする事で「まちの一

員」である事を認識してもらい、まちに対して当事者意識を持ち課題解決に向けた主体性を育んでもらいました。 

参加したこども達には友達が出来た・人の意見を聞いた・困っていたら助けてあげた。そういった経験を通し人の為

に、ひいてはまちの為にといった想いを持ってもらい今後の人生においても広い視野を持ってもらえる成長をしてくれた

と思います。本事業は小学４年生～中学３年生と異なる年齢の参加者同士が違った視点や学びを得ることで刺

激し合い我々だけでは生み出せない学びを与えることが出来ました。また１ヶ月、５日間という長期に亘る事業と

することで各プログラム間に参加者自身が考え成長する機会、また保護者や知人と話すことで得られる気付きや達

成感をもって「自分に自信を持つ」という目的に向かってもらいました。こども議会は継続開催されますが、こども議会

を開催することは手法であり参加者に対する目的は違ってくると思います。こどもが積極的に意欲的に参加し成長

する機会とは何なのか考えることも大事ですが今年度足りなかった部分でもある「楽しむ」という要素も是非取り入

れてほしいと思います。これは動員だけでなく参加者同士の交流や指導員との距離感にも関係してきます。まずお

互い楽しみながら知ることで事業への参加意欲向上に繋がるので検討していきます。 
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活 動 名 No.30 団 体 名 特例認定 NPO 法人とりで 

『とりでこども食堂』･『とりでモーニング』･ 

『とりで塾』･『退所児童等アフターケア事業』 

活動拠点 山口県岩国市・広島県大竹市 
代 表 者 金本 秀韓 

支援金額 40 万円 

活動概要  

～地域のこどもたちに対しての『子どもの居場所づくり』～ 

 

  

【とりでこども食堂】 

地域の子どもたちに対して

の食事と調理体験の提供 
 

岩国市内 2 ヵ所、各会場月

に 2 回（いずれかの土曜日

10～14 時） 

 

☆2019 年 4 月 

大竹市にて新規会場開始 

【とりでモーニング】 

地域の子どもたちに対して

の朝食提供と登校支援 
 

岩国市内にて月に 2 回 

（いずれかの水曜日 7～8

時） 
 

☆2019 年 4 月 

岩国市にて 2 ヵ所目開始 

【とりで塾】 

地域の子どもたちに対して

の学習支援 
 

岩国市内 2 ヵ所､各会場月

に 2 回（いずれかの火曜日

19～21 時） 

≪活動実績≫ 

計 57 回実施 

延べ参加者数 1,670 人 

≪活動実績≫ 

計 37 回実施 

延べ参加者数 1,138 人 

≪活動実績≫ 

計 42 回実施 

延べ参加者数 810 人 

総計 3,618 人 

【退所児童等アフターケア事業】 

児童入所施設や里親家庭等での養育を終え

た子どもに対しての相談援助や支援。 

また退所児童同士が集まり交流できる機会

を提供することでの『居場所づくり』 

 ※グループワークとして、フットサルやソ

フトバレーを行っている。 

≪活動実績≫ 

グループワーク計 45 回実施 

延べ相談･支援等件数 163 人 

※実績数は 2019 年 4 月～2020 年 2 月 間を集計 

※3 月は 2～26 日までコロナウイルス感染防止の為、活動休止。 

 27 日以降は、事態の経過を見て活動再開の判断をする。 
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◆実施に伴う効果 

◎地域のこどもたちに対しての『子どもの居場所づくり』の効果 

子どもたちからの意見 

・参加して楽しい、よかった 

・活動日の日数をもっと増やしてほしい 

・料理をすることも楽しいし、温かいご飯がおなかいっぱい食べれていい 

・将来なりたい職業があるからもっと勉強したい 

  ⇒【とりで塾】や当法人が行っている他の学習支援の事業の利用につなげた。 

◎退所児童等アフターケア事業 

 ・当法人の児童入所施設（自立援助ホーム）を退所した児童を当法人と連携協定の関係にある企業に就

労、就労後もフォローを行っている。 

・退所児童より他の退所児童の現状を聞き、連絡をとって接触。長期に渡る引きこもりであったが、就労につない

だ。 

◆苦労した点 

・来期以降の活動資金の確保 

 ⇒企業との協定や応援・支援して頂ける関係構築に尽力した。 

◆今後の課題・発展の方向性 

 発展の方向性 

  ・子どもの居場所づくり活動の会場や、回数の増加。 

・退所児童が『ここに行けば気軽に立ち寄ったり、相談できる』という拠点の設置。 

 

 上記における課題。 

・マンパワーの不足。 

 これまで以上に活動地域を増やした場合に必要な担当責任者などの有給職員の確保 

ボランティアスタッフの不足等。 

・活動継続の為に資金源の確保。 

・拠点設置の為の初期費用の確保。 

◆活動を終えての感想・意見等 

人を支援対象としているので、なかなか成果を形にすることが難しい取り組みであるが、参加した子どもたちからの嬉

しい感想や、アフターケアを行った退所児童が自立に向けて頑張っている姿をみる取り組んできてよかったと思う。 

来期以降も継続して行い、『支援が必要だが、様々な事情で支援が届きにくい』人たちをフォローできるように頑張

っていきたいと思う。 
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活 動 名 No.31 団 体 名 虹の鯉のぼりプロジェクト実行委員会 

虹の鯉のぼりプロジェクト 

活動拠点 山口県光市 

代 表 者 田中 陽三 

支援金額 10 万円 

活動概要  

期間：201９年４月２８日（日）～ 5 月５日（日）開催。 

設置：201９年４月２７日（土）（実行委員、ひかり災害ボランティア、中高校生ボランティア約 130 人が

災害時訓練も兼ねて人力で設置、土嚢作り、カレーライスの炊き出し訓練も行う） 

式典：201９年４月２８日（日）「虹の鯉のぼりの下に集う会」を開催。 

    （光市長 市川熙様、光市教育長 能美龍文様も御来賓として参加。） 

①山口県立光丘高等学校吹奏楽部の演奏 

②宮城県東松島市「青い鯉のぼりプロジェクト」とのつながり紹介 

③光市立浅江中学校「あさなえ Jr.」の地域奉仕活動の発表 

④山口県立光丘高等学校演劇部の野外劇「ぼくんち」講演 

イベント「ニジマル」（虹ケ浜マルシェ）開催 

撤去：201９年５月６日（月）（約３５人のボランティアで実施） 

後援：光市 光市教育委員会 光市観光協会 

 

期間中来場者数 約 5,000 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設置作業 約 130人のボランティア参加 

 

災害時の訓練も兼ねて土嚢作りも体験 

 

災害時の炊き出し訓練も実施 今年もたくさんの鯉のぼりのご提供をいただきました 

ー61－



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆実施に伴う効果 

中学生たちの想いから始まったプロジェクトも６年間続けたことにより式典の発表は高校生たちも巻き込んで広く子

どもたちの学びと発表を行える場となりました。 

今回初めての取り組みとして新しい若者グループによるマルシェが開催されました。虹の鯉のぼりプロジェクトを中心と

した子どもたち、若者の活躍の場づくり、プレーヤーづくりの場になることで、まちの賑わいづくりへとつながりました。 

◆苦労した点 

マルシェについては初めての取り組みで、公の場の占有許可等を取るのに前例が無く苦労しました。 

また、関係者が増えれば増えるほど打ち合わせ等が増え、実行委員メンバーがほとんど現役で働いている子育て世

代なので時間的に厳しい部分もありました。 

◆今後の課題・発展の方向性 

東日本大震災から丸９年が経ち、震災の記憶の無い子どもたちが増え、当時の中学生たちの学びと想いを受け継

いでいくためには、今の中学生たちとの関わり方を変えていかないといけない、また、期間中の来場者にもどのように

伝えていくのか工夫が必要だと感じています。 

広島での活動成果報告会に参加させていただき、メンバーと共にとても考えさせられているので、今年の開催に向け

て内容協議を行っているところです。 

◆活動を終えての感想・意見等 

今回支援をいただき、新しい若者グループの活動を実現することができ、子どもたちに想いは叶うという姿を見せる事

ができました。また、老朽化していたロープを全て丈夫なロープに更新する事ができ、今後もこのプロジェクトを安心し

て続けていく事ができるようになりました。 

これからも東日本大震災を忘れることなく伝え、防災教育につなげるのと共に、子どもたちの想いや夢を応援し、実

現させていきたいと思います。 

 

たくさんの方々からご協力・ご支援をいただきました 

 

市川熙市長    山根信昭実行委員長 

 
式典後記念集合写真 
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団体名  わくわく土曜塾実行委員会 

活動拠点 山口県長門市 

      代表者  藤田 悦子 

                         支援金額 ２０万円 

●活動概要  

長門市内に住む小学１～６年生を対象に、１年間様々な体験学習を通じて、子どもの想像力やリーダーシップ、

コミュニケーション能力を養うとともに、豊かな心を育む。２００６年から活動。 

参加者：【土曜塾塾生】５５名（通年）、【コーディネーター】２０名（通年）、【協力団体】延べ７５名 

  

月 日 活動場所 内 容 引き受け団体 全参加人数 

5 

11 長門市中央公民館 開講式（仲間作り・名札作り） 土曜塾コーディネーター ６７人 

26 
ブルーエンジェルス練習場、ク

ラブハウス 

ながとブルーエンジェルスとラグビー体験（国際交

流） 
ながとブルーエンジェルス ７２人 

6 

8 長門総合公園 花壇の花植え、公園でタイムラリー 長門市市民活動推進課 ６８人 

22 
深川小学校 【高学年】電波教室 ※親子参加 電波適正利用推進員協議会 ２９人 

 
【低学年】工作（傘、跳ぶ人形） 土曜塾コーディネーター ５３人 

7 
13 渋木ほたるの里 

竹の器作り＆そうめん流し（国際交流） 

※1・2年生親子参加、日本語クラブ参加 

クラブネッツ大畑 

 

１２２人 

 

27 油谷青年自然の家 シーカヤックに乗ろう！ ※親子参加 油谷青年自然の家 ９５人 

9 
14 長門市中央公民館 

【高学年】サイエンスフェスティバルの準備 
土曜塾コーディネーター ６１人 

【低学年】工作（磁石のお知らせボード） 

28 ルネッサながと サイエンスフェスティバルに参加しよう 土曜塾コーディネーター ６１人 

10 
12 長門市中央公民館 

日本の遊びをしてみよう（国際交流） 

※日本語クラブ参加 

長門寺子屋教室、土曜塾コーディ

ネーター 
６５人 

26 長門市役所新庁舎 新庁舎 施設見学 長門市総務課庁舎建設室 ６７人 

11 
9 渋木 市の尾公会堂 花尾山登山 ※親子参加  クラブネッツ大畑 雨天中止 

30 深川湯本周辺 電車に乗って紅葉狩り 土曜塾コーディネーター ５７人 

12 14 長門市中央公民館 
ふかわまるごと元気プロジェクト クリスマス会（料

理） 

ふかわまるごと元気プロジェクト（社

会福祉協議会） 
７１人 

1 
11 

深川小学校、 

深川中学校グラウンド 

外国人と凧つくり ＆凧あげ大会（国際交流） 

※日本語クラブ参加 
どうじん凧の会  ６１人 

25 ルネッサながと 歌舞伎なりきりツアー ルネッサながと ６２人 

2 
8 

大津緑洋高校水産校舎 【中高学年】水産高校でプロに教わる料理体験 大津緑洋高校水産校舎 ３３人 

長門市中央公民館 
【低学年】外国人とおにぎりを作ろう（国際交流）

※日本語クラブ参加 
土曜塾コーディネーター ３６人 

22 長門市中央公民館 伝統文化体験（お茶、かるた） 土曜塾コーディネーター ６１人 

3 14 長門市中央公民館 修了式（１年間のふりかえり） 土曜塾コーディネーター ７１人（予定） 

 

活動名   No.32 

わくわく土曜塾 

～多世代交流 ＆ 国際交流～ 
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実施に伴う効果 

塾生募集の結果、低学年が多く高学年が少ない構成になったが、高学年がリーダーとして同じ班の低学年の子どもたちを自然と手伝う様

子が見られた。「長門サイエンスフェスティバル」では高学年の子どもたちを中心にブース出展をしたが、お客さんに対して積極的に手伝う等、

自分にできることを考えて動いていた。 

国際交流として、「ながとブルーエンジェルス」との活動を行った。英語の学習やラグビー体験を通して、外国出身者が多いコーチや選手たち

と楽しく交流することができた。また、「日本語クラブ」で日本語を学ぶ市内在住外国人との活動を５回行った。ポルトガル語等の普段聞き

慣れない言葉に戸惑う様子もあったが、回を重ねるごとに塾生と「日本語クラブ」の子どもたちの自発的な会話が増えていった。 

苦労した点 

コーディネーターの平均年齢が高くなってきており、サイエンスフェスティバルのブース出展では、思った以上に来客が多く大変だったため、コー

ディネーターの体力面を考慮して予定より 1 時間早めに終了した。それにより、保護者に早めに迎えに来てもらう等、その場でのスケジュー

ル変更を余儀なくされた。国際交流として「日本語クラブ」の方々をお招きしたが、当日になるまで出欠が明確にならなかった。 

今後の課題、発展の方向性 

コーディネーターが高齢化してきているため、若い人を中心とした協力団体を見つけて、子どもたちに見合う活動の場を提供できればと考え

ている。また、自然体験をもっと取り入れたい。 

来年度は、国際交流も引き続き取り入れながら、社会福祉協議会と協力して高齢者との交流の機会をつくる。また、市内の自然や文化

を学び、長門市のものや人の良さを知ることができる体験学習を行う予定である。 

活動を終えての感想･意見等 

今年度は毎回子どもたちの出席率が高く、また、日本語クラブやながとブルーエンジェルス、ルネッサながと等の新たな協力団体もあり、毎回

充実した活動を行うことができました。 

本年度は当活動に御理解・支援いただきありがとうございました。今後においても貴財団の支援をいただくことがあるかと思います。これから

もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

５月 ラグビー体験 

外国出身のプロ選手と交流 

９月 サイエンスフェスティバル 

協力してお客さんのお手伝い 

１０月 日本の遊び 

日本語クラブとあやとりの技に挑戦 

１月 凧作り 

昔ながらの作り方で凧を製作 

２月 水産高校で料理体験 

長門市名産のかまぼこ作りを体験 

７月 そうめん流し 

日本語クラブの皆さんと一緒に 
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活 動 名 No.33 団 体 名 芦田川環境マネジメントセンター 

芦田川きれい☆きれいプロジェクト 

「芦田川 水辺の学び舎」 

地   域 広島県福山市 

代 表 者 田中 宏行 

支援金額 25 万円 

活動概要  

(1)目 的 

この活動は、川に入って遊ぶ機会が減っている子どもたちに、生き物調査を通じて、芦田川へ

の興味や愛着を高め、水環境への関心をもってもらうことを目的としています。 

なお、本活動は、2018 年度に予定していた活動であるが台風の影響で中止となり、2019 年度

に持ち越しした活動です。 

(2)開催概要 

■ 実 施 日 ： 2019 年 9 月 29 日（日） 

■ 参加人数 ： 91 名（一般参加者、スタッフ含む） 

(3)活動内容 

芦田川の水量や水質などの河川環境の違う2地点において、小学生などの子供たちを対象に魚

とり等の体験学習会の開催。 

①午前：生き物調べ（水生生物調査、魚とり調査、水質調査） 

②午後：水辺の生き物マップ作成（調査結果のまとめ） 

  ※生き物マップは後日、ホームページで公開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

生き物マップづくり 

（魚をみながらスケッチ） 

生き物調べのイメージ（箱メガネやタモ網、バケツを使用して親子で魚とり） 

講師による生き物解説 

（種類や生態に関する説明） 
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◆実施に伴う効果 

（体験学習会による効果） 

・参加者が、川の多様な生物の存在に気づき、自然の大切さを理解し、芦田川への親しみや愛着

が高まることで、水質改善に向けた意識が醸成されていると思われます。 

・2018年の豪雨災害で、活動エリアには土砂がたまり、護岸が流されるなど、魚などの川の生き

物の環境が大きなダメージを受けました。しかし、1年を経た今回調査では、もともと生息し

ていた魚も徐々に戻ってきていることが分かり、川の生き物は、一定の時間は要するが、自然

の力で元の環境に戻ることができる力強さを持っていることなども学べ、参加者にも貴重な体

験ができたと考えます。 

（参加者からの意見） 

・参加者のみなさんから、“毎年参加させてもらっているので、魚の分布が分かり興味深いで

す”“さまざまな生物が生息しているんだと実感した”“久しぶりに子供らと川遊びが出来て

楽しくて気持ち良かった”“普段遊んでいる出口川の生き物の名前が知れて良かった”などの

意見があり、「芦田川への興味や愛着を高め、水環境への関心をもってもらう」という活動目

的は、達成できたと考えています。 

◆苦労した点 

・参加者が100名近くとなるため、安全に円滑にイベントを運営するためのスタッフの確保で苦

労しました。運営委員を中心に、福山市、府中市、福山河川事務所等からもボランティアスタ

ッフとして参加いただき、今年度は、更に福山大学の学生ボランティアの参加も実現できまし

た。今後も引き続き連携を強めていくことが重要と考えています。 

◆今後の課題・発展の方向性 

（今後の課題） 

・当団体は、2004 年結成で、当初の活動は、当団体のメインテーマである芦田川の水環境改善

について、パックテスト体験を盛り込んだプログラムを取り入れ実施していましたが、子ども

たちの魚とりへのニーズが高すぎることから、時間配分を魚とりにシフトした現在のスタイル

（親しみを高める方向性）となりました。今後は芦田川の水環境を楽しく学べるプログラムと

して、活動の更なる充実を図っていくことが課題と考えます。 

（発展の方向性） 

・過年度に、流域に生息する貴重種のスイゲンゼニタナゴの生態や保全活動に関するミニ講座を

試行的に実施したところ、参加者（特に保護者）から大変好評価が得られました。このため、

今後は、この実績を参考に、芦田川の水環境と生き物などについて楽しく学べるミニ講座をプ

ログラムに追加することにより、水環境に対する啓発効果も高める工夫が必要と考えます。 

◆活動を終えての感想・意見等 

2018 年 7 月の豪雨災害で川底が削られたり、土砂で埋まったり、イベント会場となる河川は

大変な状況となっていました。しかし、今年度の調査では、確認種数は減少しましたが、川底に

生息する魚も見られ、元の環境が戻りつつある傾向を実感することができ、非常に感慨深い活動

となりました。来年以降の活動でも、これらの変化を継続的に確認していくことで、次世代を担

う子供たちに、芦田川の自然の豊かさや自然のダイナミズムを実感してもらい、身近ですばらし

い自然とのふれあいの場としての芦田川を再認識してもらえればと考えております。 
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第35回（2019年度）マツダ財団市民活動支援贈呈式

2019年4月16日（火）広島での贈呈式（マツダ㈱本社に於いて）

2019年4月23日（火）山口での贈呈式（マツダ㈱防府工場に於いて）

ⅰ



ⅱ

今年度の新たな試みとして、2020年2月11日（火）に広島市西区民文化センターにおいて、研究と実践の融

合、広島と山口の市民活動団体の交流を目的とした成果報告会を開催しました。今年度終了予定の研究者6

名（全国）と広島県21団体、山口県11団体、総勢100名を超える方々にご参加いただきました。手作り感一

杯で和やかな雰囲気の中、多くの出会いと刺激をいただきました。

マツダ財団青少年健全育成関係　研究＆市民活動　成果報告会

小飼理事長挨拶 明石選考委員の基調講演

研究者発表風景

市民活動ポスターセッション風景1

パネルディスカッション風景1

市民活動ポスターセッション展示

パネルディスカッション風景2

市民活動ポスターセッション風景2
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マツダ財団の活動内容等詳細につきましては

当財団のホームページをご覧ください。

https://mzaidan.mazda.co.jp

マツダ財団支援　第35回（2019年度）市民活動報告書

発行者 公益財団法人　マツダ財団

〒730-8670　広島県安芸郡府中町新地３－１

      マツダ㈱内

電話 082-285-4611

FAX 082-285-4612

e-mail mzaidan.sj@mazda.co.jp

発行日 2020年4月

印刷 マツダエース㈱
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